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本日お話しすること

• ネイチャーポジティブの定義と解釈

• 生物多様性国家戦略とその進捗状況

• 推進費S-21研究プロジェクト（https://iam-b.jp/）での進行
中の研究事例紹介

① ネイチャーポジティブとカーボンニュートラルは両立可能か？

② 異なる種類の自然との「つながり」は、人の健康・保全行動と
どのように関連するのか？

③ 持続可能な食事法の移行すると環境負荷はどうなる？
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Nature Positiveの定義について

『生物多様性国家戦略2023』
「2030 年までに、『ネイチャーポジティブ：自然再興』を実現する。」

本戦略において、「ネイチャーポジティブ：自然再興」とは、「自然を回復軌道に
乗せるため、生物多様性の損失を止め、反転させること」とする。「2030 年ネイ

チャーポジティブ」の実現に向けて、人類存続の基盤としての健全な生態系を確
保し、自然の恵みを維持し回復させ、自然資本を守り活かす社会経済活動を広
げるために、環境・社会・経済の統合的向上を目指す地域循環共生圏の考え方
を踏まえ、これまでの生物多様性保全施策に加えて気候変動や資源循環等の
様々な分野の施策と連携し、第１章第３節（２）で述べた課題に対応する以下の
五つの基本戦略に沿って取り組んでいく。(p25)
＜中略＞

我が国の環境政策においては、ネイチャーポジティブ（自然再興）に加えカーボ
ンニュートラル（炭素中立）、サーキュラーエコノミー（循環経済）の三つの課題の
同時解決により、将来にわたって質の高い生活をもたらす持続可能な新たな成
長につなげていくことを目指しており、これらの施策の相互の連携が重要課題と
なっている。(p.26)
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ネイチャーポジティブの国際的な定義
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組織 定義のタイプ ネイチャーポジティブの定義に関する記載

ネイチャーポジテ
ィブイニシアティ
ブ(NPI)

ターゲット型
Target-based

「ネイチャーポジティブは、『2020年を基準に2030年までに自然の損失を停
止・反転させ、2050年までに完全な回復を達成する』と定義される世界的な
社会目標である。」(NPI)
「種、生態系、自然のプロセスにおける個体数、多様性、完全性、回復力の
向上を通じて、測定可能な生物多様性に関してポジティブな成果を生み出す。
ネイチャー・ポジティブの目標は、定義された基準値に基づいて自然の状態
を測定可能な改善をもたらすことを社会に促し、それが自然が人間のウエル
ビーイングに貢献する能力を向上させることを目的とする」(NPI)

https://www.naturepositive.org/



推進費S-21プロジェクトでのNPの定義案
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ネイチャーポジティブ(NP)とは、「2020年を基準に、2030年までに自然損失を食い
止め、回復させ、2050年までに完全な回復を達成する」という世界的な
社会目標であり、この目標達成に向けて

1. 生物多様性、生態系、自然プロセス、回復力等の多様な側面
の状態の改善と反転 (target-based) を、

2. 多様な主体の参画と協働のもと自然が有する機能を最大限活
用して解決策を推し進めること (process based) を通じて、

3. 自然や生態系への配慮や評価が広く社会経済活動に組み込
まれたネイチャーポジティブ経済を構築 (conceptual or 
outcome)

する必要がある

P o s i t i v e  
o f n a t u r e

P o s i t i v e  
b y n a t u r e

P o s i t i v e  
t o n a t u r e



生物多様性国家戦略の基本戦略との対応関係
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「生物多様性国家戦略2023-2030」の5つの基本戦略の下に設定されてい
る計15の状態目標の達成に向けた現在の状況はどうなっている？(1)

生物多様性及び生態系サービスに関する総合評価2028 生物多様性及び生態系サービスに関する
総合評価2028（JBO4：Japan Biodiversity Outlook 4）に向けた中間提言
(https://www.env.go.jp/press/press_01428.html)

http://#
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「生物多様性国家戦略2023-2030」の5つの基本戦略の下に設定されてい
る計15の状態目標の達成に向けた現在の状況はどうなっている？(1)
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例えば電力システム的にそれが望ましいかどうかはまた別

小野寺弘晃, 芳賀智宏, 増田惟吹, 東出天舞音, 三井健矢, 堀啓子, 松井孝典, 松橋啓介, カーボンニュートラルとネイチャーポジティブを両立する再生可能
エネルギー導入戦略の検討, 第41回エネルギーシステム・経済・環境コンファレンス講演論文集, 574-579, 2025.

ネイチャーポジティブとカーボンニュートラルは両立可能か？



貧困のネクサス（再エネアクセスと高齢女性に注目して）

例えば公平性的にそれが望ましいかどうかはまた別

都市部では再エネアクセスが困難であり，貧困率の高い
女性高齢者が電力価格の高騰の影響を受ける可能性あり．

K. Tanaka, C. Haga, K. Hori, T. Matsui: Renewable Energy Nexus: Interlinkages with Biodiversity and Social Issues in Japan, 
Energy Nexus. 2022.04. DOI:10.1016/j.nexus.2022.100069

ネイチャーポジティブとカーボンニュートラルは両立可能か？
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推進費S-21プロジェクトで進行中の研究事例②

異なる種類の自然との「つながり」は、
人の健康・保全行動とどのように関連するのか？

Exposure（暴露）：居住地周辺の自然環境の量（森林等）

Emotion（感情）：自然に対する精神的な結びつき

Experience（体験）：自然体験の頻度

健康に関する２指標：
- General health
- Subjective wellbeing

行動に関する６指標：
- Consumption 消費行動
- Lifestyle ライフスタイル
- Social 他者に環境配慮
行動を進める

- Advocacy 市民運動
- Donation 寄付
- Stewardship持続可能な
管理

• 自然への曝露と感情、体験は互いに結び
付いている

• 曝露自体の行動や健康に対する直接効果
は相対的には大きくなく、感情や体験に
対する効果も強くない

• 行動や健康を促進するためには、感情や
体験を増すことが特に重要で、環境教育
や身近な自然体験などに期待

(Source)山浦ほか(2025)S-21サブテーマ1(2)発表資料を改変 12



プラネタリーヘルスダイエット
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(Source)EAT Forum「The Planetary Health Diet」の画像を一部改変
https://thinkearthtable.jp/tet-learn-planetary-health-diet/

EAT-ランセット委員会が提唱し、2050年の人口増加に対応しつつ、温暖化や資

源枯渇を防ぎ、生活習慣病のリスクを減らす地球と人の双方にとって「健康的な
食料システム」への転換を促すもので、単なる減量ではなく、持続可能な食生活
へのガイドライン。初版は2019年、第２版が2025年に発表された。



The Planetary Health Diet
(地球と人の双方の健康を

守るに食事法 )

(EAT-Lancet Commission, 2019)

持続可能な食事法の移行すると環境負荷はどうなる？

充足率 1 0 0 %

2011年の摂取充足率

牛・豚肉・その他の肉類

魚介類

鶏卵

摂取が推奨される
食品群

摂取が制限される
食品群

選択可能な
食品群

砂糖・甘味料類

野菜類

植物油豆類

果実

いも類

569%

346%

237%

種実類

乳類
鶏肉

動物
油脂

摂取が制限される食品群：

摂取が推奨される食品群：

牛・豚肉類、卵、魚介類が 1 0 0 %を超過
6つのうち、 4つの食品群で 1 0 0 %未満

日本の食事摂取状況のPlanetary Health Diet ( 2 0 1 9 )に対する摂取充足率

(Source) 辻井 陽大, 芳賀 智宏, 堀 啓子, 松井 孝典, 林 芙美, 渡部 厚志, 本下 晶晴, 橋本 禅, 齊藤 修(2024)持続可能な食生活の検討に向けた日本の食料システム
と Planetary Health Diet の比較,第 52 回環境システム研究論文発表会, 2025/11/2-3, 大阪

14

推進費S-21プロジェクトで進行中の研究事例③



食事法の移行に伴う環境負荷の推計

牛・豚肉・その他の肉の減量

食事変更シナリオ： 改善が必要な食品群の摂取充足率を 1 0 0 %に調整

摂取が推奨される食品の増量

環境負荷の推計 現在  /  食事変更シナリオでの環境負荷の変化率

植物油

果実

種実類
豆類

15

果実、種実類、植物油の摂取量増加によるプラスも見られるが、牛肉類の摂取減
少によるマイナスの効果が大きく、全般的に負荷減少の可能性が示唆

CO2排出 水利用
生物多様性の損失

-8%

Planetary 
health dietへ
の移行の効果

CO2由来 水利用由来

-4%-4% -2%



第2回グローバルネイチャーポジティブサミット＠熊本

 ネイチャーポジティブイニシアティブおよび国際自然保護連合日本委
員会、ICLEI日本は、日本の環境省の支援の下、2026年7月14日から
15日にかけて熊本県熊本市で第2回グローバルネイチャーポジティブ
サミット（Global Nature Positive Summit)を開催予定。

 本サミットでは、2022年に196カ国が合意した「2030年までに自然損失
を食い止め、逆転させる」ことを約束した生物多様性世界枠組(GBF：
Global Biodiversity Framework)の実施に向けた取り組みを加速するこ
とに焦点を当てる。

 2026年10月にアルメニアのエレバンで開催される国連生物多様性条
約第17回締約国会議（COP17）で各国政府は、GBFの進捗状況を評価
する中、本サミットは、GBFに対する企業や金融機関と地方自治体の

貢献に特に焦点を当て、ネイチャーポジティブの実現に向けた戦略と
成果を紹介することを目的とする。

(Source) https://www.iucn.jp/news_and_topics/2025/09/22/15305/

16

http://#

	ネイチャーポジティブの実現に向けて�私たちができること
	本日お話しすること
	Nature Positiveの定義について
	ネイチャーポジティブの国際的な定義
	推進費S-21プロジェクトでのNPの定義案
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	生物多様性保全を最優先にした場合の再エネポテンシャル: 
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	プラネタリーヘルスダイエット
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	第2回グローバルネイチャーポジティブサミット＠熊本

